
21

ら
儒
者
に
移
る
。
出
版
技
術
の
発
達
に
よ
っ

て
、
漢
籍
の
和
刻
本
が
数
多
く
出
版
さ
れ
る
と

と
も
に
、
漢
詩
集
の
刊
行
が
容
易
に
な
り
、
漢

詩
の
制
作
人
口
が
飛
躍
的
に
増
加
し
た
。
蘇
軾

や
黄
庭
堅
な
ど
の
宋そ

う

人ひ
と

の
別
集
や
『
三
体
詩
』

『
古
文
真
宝
』
が
版
を
重
ね
、
寛
永
年
間
以
降

は
『
杜と

律り
つ

集し
っ

解か
い

』
が
流
行
し
た
。
こ
れ
は
杜
甫

の
律
詩
の
選
集
で
あ
り
、
松
尾
芭
蕉
の
愛
読
書

と
さ
れ
る
。
そ
の
後
、『
唐
詩
選
』
が
爆
発
的
に

流
行
し
、お
び
た
だ
し
い
版
種
が
刊
行
さ
れ
た
。

　
こ
の
時
代
、
四
六
駢
儷
文
が
否
定
さ
れ
、
秦

漢
の
散
文
や
そ
れ
に
倣
っ
た
韓
愈
、
柳
宗
元
の

古
文
が
文
章
の
規
範
と
な
っ
た
。
ま
た
、
白
話

小
説
の『
水
滸
伝
』が
流
行
し
、『
笑
林
』『
笑
府
』

な
ど
の
笑
話
集
が
落
語
に
題
材
を
提
供
し
て
い

る
。「
饅
頭
こ
わ
い
」
は
『
笑
府
』
に
見
え
る
。

三
遊
亭
円
朝
「
牡ぼ

丹た
ん

灯ど
う

籠ろ
う

」
は
瞿く

佑ゆ
う

『
剪せ

ん

灯と
う

新し
ん

話わ

』「
牡
丹
灯
記
」
に
材
を
得
て
い
る
。

　
第
四
の
明
治
の
担
い
手
は
、
一
般
の
人
々
や

文
学
者
で
あ
る
。
明
治
維
新
以
降
、
日
本
は
西

洋
文
明
の
吸
収
に
力
を
注
い
だ
た
め
、
中
国
文

学
の
影
響
は
相
対
的
に
少
な
く
な
っ
た
が
、
漢

詩
を
作
る
人
は
多
か
っ
た
。
例
え
ば
明
治
期
の

新
聞
に
は
漢
詩
の
投
稿
欄
が
あ
り
、
漢
詩
投
稿

雑
誌
が
二
〇
種
以
上
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
当

時
の
作
詩
人
口
の
多
さ
を
物
語
る
。
文
学
者
の

な
か
で
も
正
岡
子
規
・
夏
目
漱
石
ら
が
漢
詩
を

作
り
、
森
鴎
外
は
留
学
日
記
を
漢
文
で
書
い
て

い
る
。
大
正
以
降
は
、
中
国
文
学
に
対
す
る
関

心
が
薄
れ
て
い
っ
た
が
、
中
国
文
学
に
取
材
し

た
小
説
は
数
多
い
。
芥
川
龍
之
介
「
杜
子
春
」

は
唐
代
伝
奇
の
「
杜
子
春
伝
」、「
酒し

ゅ

虫ち
ゅ
う」
は

『
聊

り
ょ
う

斎さ
い

志し

異い

』「
酒
虫
」、「
黄こ

う

梁り
ょ
う

夢む

」
は
沈し

ん

既き

済さ
い

「
枕
中
記
」
に
基
づ
き
、太
宰
治
「
清
貧
譚
」

は
『
聊
斎
志
異
』「
黄
英
」
に
材
を
得
た
。
中

島
敦
「
山
月
記
」
は
「
人
虎
伝
」
に
、「
名
人
伝
」

は
『
列
子
』「
湯と

う

問も
ん

」
に
、「
弟
子
」
は
『
論
語
』

や
『
孔こ

う

子し

家け

語ご

』
な
ど
に
基
づ
く
。

　
日
清
戦
争
以
後
、
日
中
の
文
学
の
か
か
わ
り

が
大
き
く
変
容
す
る
。
日
清
戦
争
以
前
は
、
日

本
が
中
国
か
ら
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
だ
っ
た
が
、
日
清
戦
争
以
後
は
、
日
本
が
中

国
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
多
く
な
る
。
そ
の

契
機
は
、
日
清
戦
争
の
後
、
一
八
九
六
年
か
ら

中
国
人
の
日
本
留
学
が
始
ま
っ
た
こ
と
だ
。
そ

の
中
に
は
魯
迅
や
周

し
ゅ
う

作さ
く

人じ
ん

、
郭か

く

沫ま
つ

若じ
ゃ
くな
ど
、
帰

国
後
、
中
国
文
壇
の
中
心
的
存
在
に
な
っ
た
人

物
も
い
る
。
魯
迅
は
、「
狂
人
日
記
」「
阿
Ｑ
正

伝
」
で
知
ら
れ
る
中
国
近
代
文
学
の
祖
で
あ
る

と
と
も
に
、
日
本
文
学
を
は
じ
め
と
す
る
外
国

文
学
の
紹
介
者
で
も
あ
っ
た
。
弟
の
周
作
人
と

共
訳
し
た
『
現
代
日
本
小
説
集
』（
商
務
印
書

館
　
一
九
二
三
年
）で
は
、魯
迅
は
夏
目
漱
石
、

森
鷗
外
、
芥
川
龍
之
介
の
短
編
を
訳
し
、
魯
迅

訳
を
目
に
し
た
芥
川
は
、
自
分
の
心
情
が
は
っ

き
り
表
れ
て
い
る
と
評
価
し
た
。

　
魯
迅
は
日
本
の
文
学
者
に
も
愛
さ
れ
、
太
宰

治
は
魯
迅
「
藤
野
先
生
」
を
も
と
に
「
惜
別
」

を
書
き
、佐
藤
春
夫
は
増
田
渉
と
の
共
訳
で『
魯

迅
選
集
』（
岩
波
文
庫
　
一
九
三
五
年
）
を
刊

行
し
た
。
大
江
健
三
郎
は
母
親
か
ら
贈
ら
れ
た

『
魯
迅
選
集
』
を
愛
読
し
、
二
〇
〇
〇
年
の
訪

中
時
に
も
「
魯
迅
は
二
十
世
紀
ア
ジ
ア
に
お
い

て
最
も
偉
大
な
作
家
」
と
発
言
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
魯
迅
の
「
故
郷
」
は
一
九
五
三
年
、

教
育
出
版
の
『
中
学
国
語
（
総
合
）
三
の
下
』

に
採
録
さ
れ
た
の
に
は
じ
ま
り
、
一
九
七
二
年

に
は
中
学
国
語
教
科
書
の
出
版
に
携
わ
る
五
社

す
べ
て
が
「
故
郷
」
を
採
録
す
る
に
至
り
、
現

在
に
及
ん
で
い
る
。
四
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て

日
本
人
の
ほ
ぼ
全
員
が
中
学
生
の
時
に「
故
郷
」

を
読
ん
で
き
た
こ
と
に
な
る
。

　
現
在
、
中
国
で
最
も
よ
く
知
ら
れ
た
日
本

人
作
家
は
村
上
春
樹
だ
ろ
う
。
中
国
で
は

一
九
八
五
年
に
初
め
て
翻
訳
さ
れ
、
一
九
九
〇

年
代
後
半
以
降
、
中
国
の
み
な
ら
ず
台
湾
、
香

港
な
ど
で
も
幅
広
い
支
持
を
得
て
い
る
。
特
に

『
ノ
ル
ウ
エ
イ
の
森
』
が
最
も
よ
く
読
ま
れ
て

い
る
。中
国
人
作
家
で
は
田

テ
ィ
エ
ン
ユ
エ
ン

原（
一
九
八
五
～
）

が
村
上
春
樹
か
ら
影
響
を
受
け
た
こ
と
を
公
言

し
て
い
る
。
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文
学
に
お
け
る
日
中
の
か
か
わ
り
は
、
文
学

の
担
い
手
に
着
目
し
て
四
期
に
分
け
る
と
理
解

し
や
す
い
。

　
第
一
の
奈
良
・
平
安
の
担
い
手
は
、
学
者
、

文
人
を
中
心
と
し
た
貴
族
で
あ
る
。
こ
の
時
期

に
編
ま
れ
た
漢
詩
文
集
『
懐か

い

風ふ
う

藻そ
う

』
や
三
種
の

勅
撰
漢
詩
文
集
は
、
六
朝
や
初
唐
の
王お

う

勃ぼ
つ

、
駱ら

く

賓ひ
ん

王の
う

の
影
響
が
色
濃
く
表
れ
て
お
り
、
文
は

四し

六ろ
く

駢べ
ん

儷れ
い

文ぶ
ん

が
主
流
で
、『
古
事
記
』序
文
や『
懐

風
藻
』
序
文
を
は
じ
め
と
し
て
四
六
駢
儷
文
で

書
か
れ
た
も
の
が
多
い
。
詩
文
制
作
に
あ
た
っ

て
は
、
遣
隋
使
、
遣
唐
使
が
も
た
ら
し
た
大
量

の
漢
籍
が
生
か
さ
れ
た
。
ま
た
、
空
海
が
著
し

た
『
文ぶ

ん

鏡き
ょ
う

秘ひ

府ふ

論ろ
ん

』
は
、
六
朝
・
唐
代
の
詩

論
書
を
多
数
引
用
し
、
そ
の
中
に
は
中
国
で
す

で
に
散
逸
し
た
書
物
も
あ
り
、
資
料
的
価
値
が

高
い
。
ま
た
円
仁
『
入に

っ

唐と
う

求ぐ

法ほ
う

巡じ
ゅ
ん

礼れ
い

行こ
う

記き

』

は
各
地
を
巡
礼
し
た
記
録
で
あ
り
、
唐
代
の
社

会
、
経
済
、
仏
教
な
ど
に
つ
い
て
詳
細
に
書
き

留
め
て
い
る
。

　
平
安
時
代
に
は『
白
氏
文
集
』が
大
流
行
し
、

『
源
氏
物
語
』
や
『
枕
草
子
』
に
も
影
響
を
与

え
た
。
例
え
ば
『
源
氏
物
語
』
の
「
桐
壺
」
は
、

白
居
易
「
長
恨
歌
」
を
意
識
し
て
お
り
、「
須

磨
」
で
は
左
遷
さ
れ
た
光
源
氏
が
白
居
易
の
詩

句「
二
千
里
外 

故
人
の
心
」（「
八
月
十
五
日
夜
、

禁
中
独
直
、
対
月
憶
元
九
」）
と
朗
誦
し
、
周

り
の
涙
を
誘
っ
た
。
ま
た
、『
枕
草
子
』
で
は

雪
が
降
り
積
も
っ
た
日
、
中
宮
定
子
か
ら
「
香こ

う

炉ろ

峰ほ
う

の
雪
い
か
な
ら
む
」
と
尋
ね
ら
れ
、
清
少

納
言
が
白
居
易
の
詩
句
「
香
炉
峰
の
雪
は
簾
を

撥か
か

げ
て
看
る
」（「
香
炉
峰
下
、
新
卜
山
居
、
草

堂
初
成
、偶
題
東
壁
」）
を
ふ
ま
え
て
簾
を
高
々

と
巻
き
上
げ
た（
第
二
九
九
段
）。藤
原
公
任『
和

漢
朗
詠
集
』
に
収
め
ら
れ
た
白
居
易
の
詩
は
、

こ
れ
ら
の
詩
句
を
含
め
て
一
四
〇
首
近
く
に
及

ぶ
。
同
書
収
録
の
中
国
の
漢
詩
文
の
過
半
を
占

め
、
当
時
の
白
詩
尊
重
の
風
潮
を
物
語
る
。
菅

原
道
真
は
白
居
易
の
影
響
を
強
く
受
け
つ
つ
、

独
自
の
格
調
高
い
詩
風
を
確
立
し
た
。

　
第
二
の
鎌
倉
・
室
町
時
代
に
な
る
と
、
担
い

手
が
貴
族
か
ら
禅
僧
に
移
る
。
鎌
倉
末
期
か
ら

江
戸
時
代
に
か
け
て
、
五
山
の
僧
が
制
作
し
た

漢
詩
文
で
あ
る
五
山
文
学
が
中
心
と
な
る
。
禅

僧
た
ち
は
仏
教
の
研
究
や
中
国
文
学
の
講
義
を

行
い
、
講
義
録
の
「
抄
物
」
が
多
数
伝
わ
る
。

講
じ
ら
れ
た
の
は
『
三さ

ん

体た
い

詩し

』『
古こ

文ぶ
ん

真し
ん

宝ぽ
う

』

や
韓
愈
、
柳
宗
元
の
文
、
杜
甫
、
蘇
軾
、
黄こ

う

庭て
い

堅け
ん

の
詩
な
ど
で
あ
り
、
古
文
と
宋
詩
が
尊
ば
れ

た
。
詩
は
義ぎ

堂ど
う

周し
ゅ
う

信し
ん

、
絶ぜ

っ

海か
い

中ち
ゅ
う

津し
ん

、
雪せ

つ

村そ
ん

友ゆ
う

梅ば
い

が
優
れ
、
中
国
の
詩
と
比
べ
て
も
遜
色
が
な

い
。
な
か
で
も
絶
海
中
津
は
、
明
の
太た

い

祖そ

朱し
ゅ

元げ
ん

璋し
ょ
うに
謁
見
し
て
詩
の
応
酬
を
行
い
、
そ
の
名
声

を
確
立
し
た
。
ま
た
、
五
山
の
禅
院
な
ど
か
ら

出
版
さ
れ
た
五
山
版
に
は
、
禅
籍
の
ほ
か
、

『
杜と

工こ
う

部ぶ

詩し

集し
ゅ
う』『

唐と
う

柳り
ゅ
う

先せ
ん

生せ
い

文ぶ
ん

集し
ゅ
う』

や
現
存

最
古
の『
論ろ

ん

語ご

集し
っ

解か
い

』で
あ
る
正
平
版『
論
語
』

な
ど
が
あ
る
。

　
第
三
の
江
戸
に
な
る
と
、
担
い
手
が
禅
僧
か

文学における
日中のかかわり
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